
北海道東北地区病弱虚弱教育研究連盟　顕彰細目

北海道東北地区病弱虚弱教育研究連盟

選考基準

　被表彰者は病弱虚弱の教育について，研究・功績が顕著であって，本連盟の発展に寄与した者又はグループの
中から選考し決定する。選考にあたって，次のような基準を設ける。

　（1）表彰選考は原則として第２回理事会で行う。

　（2）表彰選考理事会時に北海道東北地区病弱虚弱教育研究連盟の会員であること(会費を納入していること)。
　　　 但し，選考の前年度まで会員だった者も可とする。

　（3）病弱虚弱教育の経験が３年以上であること。但し，グループの場合は３年以上の者が１名以上いること。

　（4）選考においては，北海道東北地区病弱虚弱教育研究連盟への貢献度及び研究業績を重視する。

　（5）本連盟が全病連に表彰推薦した者が，全国の表彰者選考にもれた場合，地区病連で表彰する。
　　　但し，過去に受賞している場合はこの限りではない。

手続基準

　（1）推薦依頼書は以下の手続きで送付する。
      北海道東北地区病連理事長⇒各県連絡責任校⇒関係学校(学園)長

　（2）推薦個票は以下の手続きで送付する
        関係学校(学園)長　 ⇒　　　各県連絡責任校　  　⇒　  北海道東北地区病連理事長
     (推薦個票等の記入)　   　（関係書類の取りまとめ）　　　    (表彰者の選考)

　（3）選考結果は理事長が被表彰者所属長に連絡し，次年度総会において表彰する。

　（4）被表彰者に表彰状・記念品を贈呈する。

　・ 付　　則
   この顕彰細目は令和３年５月１３日から施行する。

推薦個票とは推薦者が推薦するときに記載する書面をいいます。この書面は西多賀支援学校のホームページ
に掲載されていますのでダウンロードしてご記入ください。

【確認事項として】 （令和２年度第２回理事会で確認）

地区病連の表彰について，理事会での申し合わせ事項として，以下に該当する方を推薦する。

○5年以上理事として貢献いただいた先生

○理事として4年且つ地区大会の実行委員長をお務めいただいた先生

この件についての推薦者は，「地区病連理事長」とする。

毎年第２回理事会にて選考・決定する。


